
2023年 9月 20日 

臨床データ利用のお願い 

 

海南病院では，以下の研究を実施しています．本研究の対象者に該当する可能性のある

方で，カルテ情報を研究目的に利用されることをご希望されない場合などお問い合わせが

ありましたら，お手数ですが以下の問い合わせ先にご連絡ください． 

  

1. 研究課題名 

 前立腺針生検の手技に関する後方視的研究 

 

2. 研究責任者 

海南病院泌尿器科  窪田 裕樹 

 

3. 研究の対象 

前立腺癌の疑いに対して前立腺針生検を施行された症例を対象とします。 

  

4. 研究目的 

前立腺癌が疑われる場合には、通常 MRIの画像を参考にして針生検を施行しているが、

経直腸的生検と経会陰的生検のいずれの手技が適切かは明らかではない。また最近では

MRIと超音波の画像を融合させる手技も登場しており、有効性や合併症については十分に

解明されていないため、後方視的に検討を行い、これらについて評価することを目的とし

ている。  

 

5. 研究に用いる試料・情報の種類 

 前立腺の超音波検査、血液検査結果、病理検査結果、合併症、排尿状態、等。 

 

6. 外部への試料・情報の提供 

 外部研究機関へのデータの提供は、匿名化された状態で行います。 

 

7. 個人情報の取扱い 

貴重な患者さんの個人情報は，「個人情報保護法」及び「人を対象とする医学系研究に

関する倫理指針」など各種法令に基づいて管理します．また，研究成果は学会や学術

雑誌で発表されますが，その際も患者さんを特定できる個人情報は利用しません． 

 

8. 問い合わせ先・相談窓口 



JA愛知厚生連 海南病院 泌尿器科  窪田 裕樹 

電話：0567-65-2511（代表） 

 


